
令和２年４月２０日 

所沢市医師会 会員の皆様へ  

                                     感染症担当理事 

 赤津 

 

新型コロナウイルス感染症対応について（第１４報） 

 

所沢市における新型コロナウイルス感染症患者が激増中です。県内で一番のホットス

ポットとなりました。全ての医療機関に、できる限りの感染対策の厳守と御協力を引き

続きお願い申し上げます。One for all, all for one、支え合いが崩れそうな状況です

が共に助け合えるように努めて参りましょう。 

 

記 

 

１．埼玉県における新型コロナウイルス感染症の発生状況について 

(https://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/covid19/jokyo.html) 

４月１８日午後７時現在の資料では６３３名です。４月１１日１８時３０分の資料で

は３５６名です。(４/４ １５６名、３/２８ ８２名)激増中です。入間市、狭山、川

越市で増加中。症例の概要が把握困難となっていますが、無症状あるいは軽症者の感染

者に留意が必要。 

 

２．所沢市での発生状況について 

  ３月２３日夜に第１例目が報告されました。その後、市内医療機関では明生病院、

所沢ロイヤル病院、埼玉西協同病院で複数例が発生しました。福祉施設での集団感染

も報告されました。４月１１日１８時３０分時点の患者数は４４名でしたが、４月１

９日発表のところざわほっとメールの資料では１０６名まで激増中です。このままで

は、所沢市単体で東京都と同じ状況になります。 

 

３．所沢市医師会として確保を続けている衛生資材等について 

京谷会長の指示の下、新型コロナウイルス感染症対策の衛生資材を医師会に備蓄を始

めています。調達が困難な中での備蓄ですが、必要性が高いと理事全員が賛同して実施

中です。   

医師会として、市民のために活動する休日当番医や今後想定される業務（例えば、発

熱外来の実施並びに支援、医師会でのＰＣＲ検査の実施）並びに衛生資材に困窮してい

る新型コロナウイルス感染症（疑いも含む）受け入れ医療機関等への支援が念頭です。

すでに４月１６日の文書で「休日当番医用個人防護具の供与について」（京谷会長、斎

藤理事発）を御連絡致しました。休日当番にあたっている先生は、医師会事務局へ御一

報頂き、個人防護具の供与をお受け下さい。感染者（疑いも含む）を受け入れなさって

いる医療機関で備品調達が難渋している場合も御一報下さい。 

 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/covid19/jokyo.html


４．所沢市市民医療センターにおける発熱外来の開設及び入院・内科外来の診療制限に

ついて 

  市民医療センター長から通知がありました。４月２１日（火）より、平日８時３０

分から１１時３０分の時間帯で、完全予約制として発熱外来を実施して頂けることに

なりました。かかりつけ医の先生方がまず診察を行い、診断に苦慮される場合が念頭

です。これまでのスキームの通り、かかりつけ医の段階でコロナ疑い例の場合は帰国

者・接触者センターへ連絡して対応して下さい。選別なしで発熱外来に紹介するとす

ぐにパンクしてしまいます（あるいは受診できるのがずっと先になる）。発熱外来への

受診は事前手続き・予約が必要ですので御留意下さい。発熱外来の維持には所沢市医

師会会員の皆様の全面的な協力と支援が必須です。適切な運営のため、御協力をお願

い申し上げます。 

現時点では新型コロナウイルスＰＣＲ検査を念頭としたものではなく、また、新型コ

ロナウイルス感染症患者の入院治療を行うものでもありません。 

 

５．その他 

  ４月１８日の午前の小職の外来の折に、初診の患者様が２名おいでになりました。

１名は高血圧他の患者様でした。伺うと、今までのかかりつけ医のクリニックが突然

閉院となったとのことです。勿論、診療情報もなし、御夫婦で御開業の先生とのこと

（勿論所沢市ではありません）。かかりつけ医の年代を伺いましたら 40-50 歳前後とお

っしゃっていました。 

  もう一人は施設入所中の発熱患者で大宮市からおいでになりました。入居なさって

いた施設で少し前に、無症状で退所後に新型コロナウイルス感染症が判明した方がい

たとのこと。すでにＰＣＲ検査を受けていましたが、念のための受診でした。個人防

護具を着用して診察、肝機能障害、炎症反応高値、右中葉胸膜下優位の間質影を認め

ました。 

医療崩壊がもう始まっていることを実感しました。 


